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《人口の動き》　男2，913（一6）女2，942（一9）計5，855（一15）世帯数1，642（一6）

9月1日現在　　出生2　死亡4　転入5　転出18
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　　　　　　　　　　　　　撒　　　　　　　　縢

　　　　剛凋

／
　
ク

，
堂

　
。
）

　
／
“

町営バス運行路線図
渋海荘入口

桐山会沢清水芝峠

堀割

＼蓬平

役場前松代病院入口

　
松
代
町
議
会
9
月
定
例
議
会
は
9

月
2
6
日
招
集
さ
れ
、
現
在
頸
城
自
動

車
（
⑩
）
で
定
期
運
行
し
て
い
る
桐

山
線
が
9
月
3
0
日
限
り
で
廃
止
さ
れ

る
に
伴
な
い
、
そ
の
代
替
措
置
と
し

て
地
域
住
民
の
足
の
確
保
、
福
祉
増

進
に
寄
与
す
べ
く
町
営
バ
ス
運
行
の

運
び
と
な
り
、
町
営
バ
ス
設
置
、
管

理
に
関
す
る
条
例
が
可
決
さ
れ
、
1
0

月
1
日
よ
り
定
期
運
行
い
た
し
ま
す
。

頸
城
自
動
車
（
⑯
こ
さ
ん
と
の
競
合

区
間
（
松
代
～
堀
割
）
の
み
の
乗
降

利
用
者
の
取
扱
い
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
御
了
承
下
さ
い
。

　
町
民
、
み
ん
な
の
バ
ス
・
お
ら
が

町
の
バ
ス
と
し
て
か
わ
い
が
っ
て
い

た
だ
き
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん

の
御
利
用
を
待
ち
望
ん
で
お
り
ま
す
。

　
お
得
な
、
定
期
券
と
回
数
券

　
定
　
期
　
券

1
、
通
学
定
期
券

　
〇
一
ケ
月
定
期
券
…
…
…
四
割
引

　
　
き
で
す
．

　
〇
三
ケ
月
定
期
券
…
…
…
一
ケ
月

　
　
定
期
券
の
三
倍
の
五
分
引
き
で

　
　
す
。

2
、
通
勤
定
期
券

　
〇
一
ケ
月
定
期
券
…
…
…
三
割
引

　
　
き
で
す
．

　
〇
三
ケ
月
定
期
券
・
…
…
ニ
ケ
月

　
　
定
期
券
の
三
倍
の
五
分
引
き
で

　
　
す
。
回
数
　
券

1
、
普
通
回
数
券
…
…
…
定
期
乗

　
　
車
勢
が
2
2
枚
綴
に
な
っ
て
い
ま

　
　
す
。

2
、
セ
ッ
ト
回
数
券
…
…
…
1
0
円
券
、

　
　
5
0
円
券
、
㎜
円
券
が
セ
ッ
ト
で

　
　
綴
っ
て
あ
り
ま
す
。

　
回
数
券
は
、
す
べ
て
一
割
引
き
に

な
っ
て
お
り
乗
車
区
間
の
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
．

　
定
期
券
・
回
数
券
の
お
求
め
は
、

松
代
町
役
場
総
務
課
で
お
買
い
求
め

下
さ
い
。

◎
　
小
児
（
六
才
以
上
十
二
才
未
満
）

　
は
、
大
人
運
賃
の
半
額
を
頂
戴
い

　
た
し
ま
す
。

　
　
た
だ
し
、
1
0
円
未
満
の
端
数
は

　
1
0
円
に
切
り
上
げ
と
な
り
ま
す
。

◎
　
六
才
未
満
（
一
才
未
満
を
除
く
）

　
の
お
子
さ
ま
を
御
同
伴
の
時
は
お

　
一
人
分
は
無
料
、
二
人
以
上
の
場

　
合
は
お
一
人
分
を
除
い
て
各
々
小

　
児
運
賃
を
頂
戴
い
た
し
ま
す
。

◎
　
幼
児
が
幼
児
だ
け
で
乗
車
さ
れ

　
る
時
は
、
小
児
運
賃
を
頂
戴
い
た

　
し
ま
す
。

◎
　
身
障
者
手
帳
を
提
示
さ
れ
た
場

　
合
は
、
大
人
運
賃
の
半
額
を
頂
戴

　
い
た
し
ま
す
。

◎
　
手
廻
り
品
・
荷
物
運
賃

　
1
重
量
．
：
…
1
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上

　
　
　
　
　
　
30
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
内

　
2
長
さ
：
…
・
ー
メ
ー
ト
ル
以
上
2

　
　
　
　
　
　
メ
ー
ト
ル
以
内

　
　
　
　
　
　
ク

　
3
容
積
…
…
朋
立
方
メ
ー
ト
ル
以

　
　
　
　
　
　
り
　

　
　
　
　
　
　
上
偲
立
方
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　
以
内

　
1
～
3
に
該
当
す
る
手
荷
物
は
、

小
児
運
賃
を
頂
戴
い
た
し
ま
す
。

　
町
営
バ
ス
運
行
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
左
記
に
御
連
絡
下
さ
い
。

　
松
代
町
役
場
総
務
課

　
　
費
　
七
ー
二
二
二
〇
番

町営バスから

お願い

、
駕

一

1．ワンマンバスの

ため、乗るとき

整理券を取って

　　ください。

2．原則として定期券か回数券

　でご乗車ください。やむを

　得ず現金でご乗車の際は、

　つり銭のいらないように小

　銭をご用意ください。
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喜
こ
び
も
　
　
　
悲
し
み
も

　
　
・
ダ
酬
ヤ
モ

．
罎
も
．
に
手
を
取
り
合
い

　
千
年

柳
仙
太
郎

　
　
ツ
ギ

屋
号
　
に
し
お
け
や

吻
32
年
5
月
2
9
日
87
才

　吻
．
39
年
7
月
1
日
8
0
才

（

　
仙
太
郎
さ
ん
は
毎
日
畑
仕
事
に
汗

を
流
し
て
い
て
病
気
に
は
全
く
縁
の

な
い
人
で
あ
る
。
ツ
ギ
さ
ん
は
明
る

い
性
格
で
腹
の
底
か
ら
笑
い
声
が
湧

い
て
く
る
。
こ
の
健
康
老
夫
婦
に
も

戦
中
戦
後
の
食
糧
難
時
代
に
子
育
て

で
苦
労
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、

喜
び
も
悲
し
み
も
と
も
に
六
十
年
と

い
う
年
輪
の
重
み
を
感
じ
る
。

　
儀
明
　
屋
号
　
ま
ご
え
ん

小
堺
元
之
真
㈲
32
年
3
月
6
日
8
7
才

　
　
　
ヨ
シ
吻
3
6
年
1
月
19
日
8
3
才

　
　
　
　
　
（

　
こ
の
ご
夫
婦
に
接
し
て
い
る
と
明

治
生
ま
れ
の
古
武
士
の
よ
う
な
風
格

が
漂
っ
て
く
る
。
元
之
真
さ
ん
は
昔

は
地
域
の
民
生
委
員
さ
ん
と
部
落
の

区
長
さ
ん
を
長
く
や
り
生
き
字
引
き

と
し
て
尊
敬
さ
れ
、
現
役
を
退
い
て
か

鳶
灘
、
離

ら
も
部
落
の
よ
き
相
談
者
と
し
て

慕
わ
れ
て
き
た
。

　
こ
の
六
十
年
間
夫
を
蔭
か
ら
支
え

て
来
た
ヨ
シ
さ
ん
は
、
三
年
前
肥
育

牛
の
飼
育
を
や
め
仕
事
が
な
く
な
っ

て
か
ら
め
っ
き
り
老
化
が
進
ん
だ
と

淋
し
そ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
。

　
室
野
　
　
屋
号
　
し
た
か
じ

佐
藤
信
義
　
鯛
4
0
年
1
月
2
3
日
7
9
才

　
　
ト
メ
　
㊥
38
年
1
2
月
2
日
8
0
才

　
こ
の
ご
夫
婦
は
比
較
的
早
婚
だ
っ

た
そ
う
で
ま
だ
ま
だ
若
々
し
い
特
に

信
義
さ
ん
は
昔
の
軍
人
さ
ん
で
姿
勢

の
良
さ
は
さ
す
が
だ
。
若
い
時
の
事

務
経
験
で
室
野
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
生
き
が
い

の
菊
づ
く
り
は
今
年
も
最
優
秀
賞
に

輝
く
で
し
よ
う
。

　
仙
納
屋
号
　
小
林

本
柳
善
左
エ
門
㈲
38
年
9
月
1
1
日
8ー

　
　
　
ハ
　
ル
㈲
4
0
年
1
月
2
6
日
79

　
善
左
エ
門
さ
ん
は
昔
は
地
域
の
民

生
委
員
さ
ん
と
し
て
活
躍
さ
れ
二
、

三
年
前
迄
部
落
の
区
長
さ
ん
で
役
場

や
農
協
に
顔
を
出
さ
れ
て
い
る
の
で

ま
だ
ま
だ
現
役
と
し
頑
張
っ
て
い
る
。

　
庭
先
に
は
丹
精
し
た
「
さ
つ
き
」

の
鉢
が
い
っ
ぱ
い
並
び
善
左
工
門
さ

ん
の
人
柄
が
偲
ば
れ
る
。
花
の
時
期

に
は
楽
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

下
山
　
屋
号
　
田
中

宮
澤
文
平
吻
37
年
1
月
1
2
日
8
2
才

　
　
　
　
　
　

　
ま
す
子
吻
4
1
年
12
月
17
日
77
才

　
　
　
　
　
　

　
こ
の
ご
夫
婦
の
住
む
下
山
部
落
で

は
、
敬
老
の
日
は
、
ど
ん
な
に
多
忙

で
も
お
年
寄
り
の
お
祝
い
の
日
だ
か

ら
み
ん
な
が
仕
事
を
休
み
、
一
日
を

楽
し
く
過
す
と
の
こ
と
で
何
よ
り
の

敬
老
行
事
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
若
い
時
か
ら
ご
夫
婦
で
米
づ
く
り

と
畜
産
（
牛
）
に
情
熱
を
燃
や
し
て
こ

ら
れ
た
そ
の
こ
と
を
物
語
る
賞
状
が

部
屋
い
っ
ぱ
い
に
飾
っ
て
あ
っ
た
。

　
以
上
五
組
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
夫
婦

の
ほ
か
に
、
金
婚
（
五
十
年
）
夫
婦

十
七
組
と
八
十
八
才
以
上
儀
明
小
堺

ハ
ナ
さ
ん
ほ
か
四
十
四
名
の
方
と
、

七
十
七
才
到
達
者
松
代
万
羽
卓
司
さ

ん
ほ
か
七
十
七
名
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
今
年
九
十
五
才
に
到
達
さ
れ

敬
老
の
日
を
目
前
に
亡
く
な
ら
れ
た

犬
伏
小
島
藤
市
郎
さ
ん
の
ご
冥
福
を

祈
り
ま
す
。
ま
た
四
十
九
名
の
ね
た

き
り
老
人
を
介
護
し
て
下
さ
る
介
護

人
の
方
々
、
ま
こ
と
に
ご
苦
労
様
で

す
。
ね
ぎ
ら
い
と
は
げ
ま
し
の
言
葉

を
送
り
、
感
謝
の
気
持
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

ム
＝
零
7
畠
一
冨
7
畠
一
一
一
甲
三
＝
一
一
7
畠
3
冒
ム
3
3
曽
o
盆
一
一
一
7
畠
＝
冒
三
8
3
一
孟
一
＝
一
冒
a
3
霊
■
畠
3
一
｝
ム
一
1
一
一
▼
昌
一
一
一
7
昌
一
3
一
盈
＝
雷
7
8
8
一
7
呂
＝
一
｝
■
3
一
3
7
盆
一
一
冒
孟
一
一
＝
ー
ム
ー
＝
一
7
昌
一
雷
7
昌
＝
一
冒
瞳
畠
一
3
7
呂
8
一
▼
昂
＝
一
一
7
3
＝
一
7
3
3
＝
孟
一
＝
霊
・

金
婚
夫
婦
（
結
婚
五
＋
年
）

万
羽
一
吉

　
　
セ
イ

関
谷
福
次

　
　
キ
サ

柳
寅
松

　
う
た
子

鈴
木
熊
一

　
　
ス
ギ

高
橋
芳
松

　
　
ハ
ツ

関
谷
留
吉

　
　
ネ
ン

山
賀
馬
蔵

　
　
シ
ズ

小
堺
喜
太
郎
7
2
才
蓬
平

　
　
ツ
ネ

72

才
松
代
　
マ
ン
バ

70
才
73

才
〃
　
や
じ
ん

68
才
72

才
〃
　
あ
め
や

69
才
74

才
〃
　
と
き
わ
や

71
才
75

才
小
荒
戸
し
ろ
え
ん

76
才
75

才
菅
刈
　
ど
ば
し

74
才
70

才
池
之
畑
こ
ば
や
し

69
才
　
　
　
　
　
き
ち
ぜ
ん

69
才

佐
藤
勇
吉

　
　
サ
ト

斉
藤
角
平

　
チ
ャ
ウ

武
田
清
市

　
　
ス
テ

山
岸
菊
蔵

　
　
ス
イ

山
岸
弥
一
郎
7
0
才

　
　
ス
ミ
ヲ
71
才

山
岸
重
勝

　
　
ク
ヨ

西
潟
文
平

　
　
サ
ヨ

柳
春
吉

　
ト
シ
ノ

石
野
良
平

　
コ
ギ
ク

72

才
孟
地
き
ゅ
う
ま
つ

72
才
87

才
田
野
倉
か
み
む
ら

73
才

』
7
5
才
名
平
　
か
め
や

71
才
74

才
蒲
生
し
み
ず
ば
た

71
才
　
　
　
〃
　
坂
の
下

76

才
〃
　
ま
ご
え
ん

70
才
78
才
福
島
　
ほ
う
む
ら
や

77
才
73

才
奈
良
立
あ
た
し
や

72
才
78

才
木
和
田
原
つ
ん
ね

69
才
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『明目宿額く自然と人のふれ南いの血』

・敷
騨

難

鱗
羅

　　　　　　　　　　灘
　　　　　　　　　欝

　　　　　　　　欄’榊
　　　　　　釜
　　　　騨　　　灘麟・轟
嶽

蜜

　　　　　　灘
　　　　1毒1蘭邸
　　　騨P

懸
　　鉦罵

職き一畑．i噸鱒齢鍵

ブナ町の木

㈲
　
住
民
生
活
の
安
定
向
上

1
　
生
活
環
境
の
整
備

　
今
後
、
生
活
水
準
の
向
上
、
人
々

の
価
値
観
の
多
様
化
等
を
背
景
と
し

て
、
生
活
環
境
の
整
備
へ
の
二
ー
ズ

は
一
層
高
ま
る
と
と
も
に
、
多
様
な

も
の
と
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　
例
え
ば
、
基
礎
的
な
生
活
環
境
の

整
備
に
加
え
、
や
す
ら
ぎ
や
う
る
お

い
を
も
た
ら
す
快
適
な
環
境
へ
の
二

i
ズ
が
し
だ
い
に
高
ま
っ
て
い
く
も

の
と
み
ら
れ
る
。
景
観
阻
害
要
素
へ

の
対
応
を
図
り
、
シ
ン
ボ
ル
的
空
間

の
整
備
や
緑
地
、
水
辺
空
間
の
整
備

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
求
め
ら
れ

よ
う
。
こ
の
よ
う
な
分
野
に
お
い
て
、

地
域
住
民
が
参
画
し
て
整
備
を
し
て

い
く
こ
と
も
一
層
必
要
と
な
る
。

　
ま
た
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
実

老
年
者
の
社
会
参
加
の
場
と
し
て
の

諸
施
設
な
ど
社
会
の
変
化
と
様
々
な

生
活
環
境
施
設
へ
の
新
た
な
二
ー
ズ

を
生
み
出
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。

2
　
保
健
衛
生
の
充
実

　
人
間
生
活
の
根
源
は
、
健
康
で
明

る
く
豊
か
な
文
化
的
生
活
を
営
む
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
町
づ
く

り
の
基
礎
的
条
件
の
最
大
目
標
で
あ

る
。　
こ
れ
か
ら
保
健
衛
生
思
想
の
高
揚

を
図
り
、
住
民
一
人
一
人
が
自
ら
の

手
で
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
む
よ
う
な
気
運
を
盛
り
上
げ
て
い

く
も
の
と
す
る
。

　
ま
た
予
防
対
策
と
し
て
、
各
種
検

診
の
実
施
を
一
層
高
め
る
と
と
も
に

食
生
活
や
生
活
環
境
の
改
善
の
指
導

を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
平
均
余
命

の
伸
長
を
反
映
し
て
、
高
齢
化
が
急

速
に
進
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、

寝
た
き
り
老
人
や
、
ボ
ケ
老
人
の
増

加
へ
の
対
応
と
対
策
が
大
き
な
社
会

問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
は
行
政
と
地
域
社
会
、
更

に
家
庭
が
連
携
し
て
対
処
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
　
雇
用
対
策

　
2
1
世
紀
を
目
の
前
に
し
た
今
、
人

々
は
改
め
て
人
間
生
活
に
必
要
な
調

和
の
と
れ
た
生
活
環
境
で
の
就
労
の

場
を
求
め
つ
つ
あ
り
、
学
卒
後
い
っ

た
ん
都
会
に
あ
こ
が
れ
て
出
て
い
っ

た
若
人
は
「
ふ
る
さ
と
志
向
」
に
戻

り
つ
つ
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
労
働
力
を
農
業
、
工
業
、

商
業
、
観
光
業
な
ど
へ
安
定
し
た
産

業
構
造
に
組
み
変
え
て
、
青
年
か
ら

実
年
ま
で
更
に
男
女
均
等
の
雇
用
の

確
保
と
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

　
こ
れ
ら
基
本
的
条
件
を
見
い
出
し

て
集
中
、
的
に
整
備
を
図
り
、
新
た
な

　
　
　
　
　
農
村
社
会
の
定
住
構
想

の
実
現
を
お
し
進
め
る
。

4
　
基
礎
集
落
圏
域

　
　
の
整
備

　
住
民
生
活
の
多
様
化
、

進
展
す
る
社
会
に
応
じ

て
、
公
共
施
設
の
合
理

的
配
置
を
図
る
た
め
、

地
域
の
地
理
的
、
社
会

的
、
経
済
的
な
効
果
を

充
分
考
慮
し
て
6
つ
の

基
礎
集
落
圏
域
を
設
定

す
る
。
基
礎
集
落
圏
域

内
に
各
公
共
施
設
、
生

活
環
境
施
設
を
整
備
し

こ
れ
を
中
核
と
し
て
周

辺
集
落
と
の
有
機
的
な

結
合
を
図
る
．
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松代町基礎集落圏域の設定
第1次生活圏 基礎集落圏 圏　　域　　内　　の　　集　　落

松代町全域

中心集落・

　　　　松代

①松代 松代・小荒戸・太平・田沢・菅刈・小屋丸・池之畑・千年・池尻　（以上9集落）
②峯　方 蓬平・会沢・清水・桐山　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上4集落）

③伊　沢 犬伏・孟地・苧島・中子・片桐山・滝沢　　　　　　　　　　　（以上6集落）

④南部 下山・海老・東山　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上3集落）
⑤山　平 蒲生・名平・寺田・儀明・田野倉・仙納・莇平・小貫　　　　　　（以上8集落）

⑥奴奈川 室野・奈良立・福島・木和田原・竹所・峠・濁　　　　　　　　（以上7集落）

5
　
社
会
福
祉
施
設
の
充
実

　
社
会
福
祉
の
充
実
は
、
　
「
ゆ
り
か

ご
か
ら
墓
場
ま
で
」
と
さ
れ
、
そ
の

定
義
は
多
岐
に
亘
る
。

　
ま
ず
、
次
代
を
担
う
子
供
達
が
心

身
共
に
健
や
か
に
育
つ
環
境
づ
く
り
、

安
全
な
遊
び
場
の
確
保
、
交
通
安
全

対
策
等
の
整
備
を
図
る
。

　
ま
た
、
生
活
の
多
様
と
高
度
化
に

よ
っ
て
働
く
母
親
が
益
々
増
加
基
調

の
中
で
、
人
口
構
造
の
安
定
化
を
図

る
た
め
出
生
の
増
加
に
努
め
つ
つ
乳

幼
児
施
設
の
充
実
に
あ
た
り
こ
れ
ら

双
立
を
推
進
す
る
。

　
今
後
、
平
均
余
命
の
伸
長
に
よ
り
、

高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
、
老
人
間

題
が
社
会
問
題
の
先
端
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
、
例
え
ば
寝
た
き
り
老
人
、

一
人
暮
し
老
人
等
が
急
激
に
増
加
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ

ら
の
対
策
も
充
分
推
進
を
図
っ
て
い

く
。
ま
た
、
高
齢
者
の
か
な
り
の
割

合
は
健
常
者
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
多

く
の
自
由
時
間
を
有
し
、
相
当
額
の

所
得
を
保
持
し
、
社
会
参
加
の
意
欲

も
高
い
。
こ
れ
ら
の
人
々
に
対
し
て

は
、
役
割
や
生
き
が
い
の
場
を
提
供

す
る
こ
と
が
最
大
の
福
祉
と
い
え
る
。

　
こ
の
た
め
、
経
験
を
生
か
し
う
る

活
動
の
機
会
の
提
供
、
文
化
活
動
や

ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
で
き
る
施
設
の
整

備
と
、
そ
の
場
を
通
し
て
あ
ら
ゆ
る

世
代
と
の
交
流
を
図
り
、
高
齢
者
に

新
た
な
生
活
と
生
き
が
い
の
場
を
提

供
し
て
い
く
。

　
　難騒擁

　　奪　麟　馨
灘

韓

　
　．
灘
繊

縢
．
隙
纏
辮

　
こ
れ
ら
の
新
し
い
町
づ
く
り
や
福

祉
づ
く
り
は
、
地
域
社
会
と
福
祉
行

政
が
一
体
と
な
り
、
充
実
し
た
福
祉

政
策
を
推
進
す
る
。

⑥
　
行
財
政
の
合
理
化
と
運
営

1
　
広
域
行
政
体
制

　
交
通
網
等
の
発
達
整
備
に
よ
り
、

日
常
生
活
圏
は
拡
大
さ
れ
、
広
域
行

政
が
更
に
増
大
し
て
い
く
。
上
越
モ

デ
ル
定
住
圏
計
画
・
広
域
市
町
村
圏

計
画
を
基
に
広
域
行
政
を
推
進
し
、

圏
域
市
町
村
と
相
互
協
調
に
よ
り
、

合
理
的
な
行
政
の
高
率
化
を
図
る
。

　
な
お
、
松
代
町
は
十
日
町
圏
と
隣

接
し
て
い
る
の
で
、
当
圏
域
と
の
協

調
を
推
進
し
、
両
市
町
の
経
済
的
、

社
会
的
な
結
び
つ
き
を
一
層
強
め
て

ゆ
く
も
の
と
す
る
。

2
　
行
政
機
構
の
合
理
化

　
行
政
需
要
の
多
様
化
に
伴
い
、
行

政
区
域
の
拡
大
を
図
り
一
定
の
効
果

を
上
げ
る
た
め
に
基
礎
集
落
圏
の
充

実
を
図
る
。
ま
た
、
地
区
の
実
情
を

見
極
め
つ
つ
、
可
能
な
限
り
行
政
区

の
統
合
を
す
す
め
て
、
高
率
化
行
政

を
推
進
す
る
。

3
　
事
務
改
善

　
急
速
に
進
む
住
民
の
二
ー
ズ
の
多

様
化
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
行
政

事
務
の
総
合
的
な
改
善
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
新
し
い
産
業
構
造
や
地
域

開
発
を
推
進
す
る
た
め
、
そ
の
体
制

を
強
化
し
、
適
正
な
職
員
の
配
置
を

図
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指

す
。4

　
財
政
運
営

　
こ
の
基
本
計
画
の
実
現
に
当
っ
て

は
膨
大
な
資
金
が
必
要
で
あ
り
、
財

政
力
の
乏
し
い
松
代
町
と
し

て
は
、
相
当
厳
し
い
財
政
運

営
が
予
想
さ
れ
る
。

　
今
後
の
事
業
の
推
進
に
当

っ
て
は
、
自
主
財
源
の
確
保

を
図
る
と
と
も
に
、
国
県
補

助
制
度
の
運
用
と
第
三
セ
ク

タ
ー
方
式
や
民
間
資
金
の
活

用
を
受
け
、
地
域
開
発
を
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

し
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
長
期
的
視
野
に

立
っ
て
、
財
政
の
健
全
化
に
努
め
、

住
民
福
祉
向
上
に
貢
献
す
る
も
の
と

す
る
。

　
ー
…
ー
ー

㎜
ヲ

わかちあう幸

　
、
磁
　
　
、

冠
夷
“
、

　
　
　
　
卿

　
耀
＼

　
／

　
〆，
維
刀

／

誹

4勾勾根共同募金　　　ノ

　　　10月1日一12月31目

「
ー
…
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
紅
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三

養

〆

農
地
の
貸
し
借
り
は

　
　
農
業
委
員
会
・
農
地
流
動
化

　
　
推
進
員
の
方
々
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
町
で
は
、
経
営
縮
少
す
る
農
家
が

安
心
し
て
農
地
を
貸
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
相
談
し
た
り
、
農
地
の
貸
し

手
農
家
に
農
地
流
動
化
奨
励
金
を
交

付
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
農
地
の
有

効
利
用
と
あ
わ
せ
て
農
業
生
産
の
中

核
的
担
い
手
農
家
を
育
成
す
る
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
農
用
地
高
度
利
用

促
進
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
事
業
の
推
進
役
と

し
て
下
記
の
方
々
に
農
地
流
動
化
推

進
員
を
委
嘱
し
、
農
地
の
貸
し
借
り

等
の
掘
り
起
し
活
動
を
進
め
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
．

　
利
用
権
の
設
定
（
賃
貸
借
）
は
、

農
用
地
利
用
増
進
法
の
規
定
に
よ
り

町
と
い
う
公
的
機
関
の
関
与
の
も
と

に
進
め
ら
れ
、
農
地
法
の
許
可
が
不

要
で
す
し
、
期
間
が
終
了
す
れ
ば
自

動
的
に
貸
し
手
の
も
と
に
農
地
が
も

相
談
下
さ
い

　
ど
り
ま
す
。
ま
た
、
一
定
の
要
件
を

　
満
た
す
人
に
貸
し
た
農
家
に
は
奨
励

　
金
も
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
　
貸
し
手
農
家
に
交
付
さ
れ
る
奨
励

　
金
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
◎
3
年
～
5
年
の
期
間
の
場
合
は

　
1
0
ア
ー
ル
当
り
　
一
万
円

　
◎
6
年
～
9
年
の
期
間
の
場
合
は

　
1
0
ア
ー
ル
当
り
　
二
万
円

　
◎
1
0
年
以
上
の
場
合
は

　
1
0
ア
ー
ル
当
り
　
三
万
円

　
　
農
地
を
貸
し
た
い
、
借
り
た
い
と

　
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
利
用

　
し
て
大
切
な
農
地
を
活
か
し
ま
し
ょ

　
・
つ
。

　
　
詳
し
く
は
、
農
地
流
動
化
推
進
員
、

　
農
業
委
員
会
に
ご
相
談
下
さ
い
。

担当地区 氏　　　名 家　　号 担当地区 氏　　　名 家　　号

孟地・片桐山

柳　　　昌　治 下　　　村
松代上町 関　谷　徳一郎 あたらしや

滝沢・中子 松代中町 柳　　　　　武 はんねんさ

苧　　　島 柳　　　晴　二 な　　　か 松代下町 鈴　木　栄　一 ふくぞう

田　野　倉 池　田　昭　二 五　枚　田 小　荒　戸 富　沢　和　平 向　　　田

仙　　　納 池　田　辰　夫 すけぜん 太　　　平 市　川　昭四郎 あさひや

莇平・小貫 高　橋　政一郎 ま　す　や 菅　　　刈 関　谷　義　盛 さかなか

寺田・諏訪峠 井　上　理　助 な　か　や 田　　　沢 市　川　芳　雄 入　　　山

蒲生・名平 山　岸　重　雄 ごんべいだ 池之畑・小屋丸 市　川　泰　治 い　た　や

儀　　　明 小　堺　長　一 ちょうべい 下　　　山 宮　沢　義　孝 お　や　け

福島・奈良立 南　雲　　　堅 にしうらや 千　　　年 若　月　英　生 あたしや

室野南町 村　山　寿平次 清　　　水 池　　　尻 若　井　一　男 小　　　林

室野中町 斉　木　真　一 どうのうら 会　　　沢 小野島　良　作 どうのうら

室野北町 佐　藤　直　作 おおかじや 清　　　水 秋　山　孫　吉 さ　ぜ　ん

室野東町 米　持　隆　司 山　王　下 桐　　　山 小　山　　　茂 ちゅうざえん

濁　・　峠 谷　沢　春　夫
、

　　、つ　　　　え 蓬　　　平 若　井　芳　郎
、
っ
　
　
　 ら

竹所・木和田原 佐　藤　　　茂 宮　　　下 海老・東山 若　月　三　郎 や　し　き

犬　　　伏 山　本　慶　一 入　　　沖
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う
妻
．
睾
、
睾
、
睾
、
象
、
聖
’
2
．
睾
、
睾
、
睾
、
聖
、
睾
睾
．
聖
．
豊
．
睾
、
象
、
聖
、
讐
．
睾
．
睾
．
～
讐
．
2
、
聖
、
聖
．
』
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農
地
の
転
用
は
　
　
　
｝

昂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帰

㎜
　
　
許
可
が
必
要
で
す
㎜

騨
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
塾
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
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農
地
（
田
・
畑
）
に
住
宅
や
車
庫
　
　
合
に
は
、
県
知
事
の
許
可
が
必
要
で

等
を
建
築
し
た
り
、
植
林
を
す
る
場
　
　
す
。

　
知
事
の
許
可
が
お
り
る
ま
で
に
は

町
の
農
業
委
員
会
へ
申
請
し
て
か
ら

一
ヵ
月
以
上
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
農
地
を
転
用
す
る
時
は
早
め
に

手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
詳
し
く
は

町
農
業
委
員
会
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

　転用には次の2種類があります。

（1）農地の所有者、耕作者がみずから

　その農地を転用する場合（農地法第
　4条）

（2）農地の使用収益権をもたない者が

　農地の所有者、耕作者から農地を買

　受け、借り受け、あるいは使用収益

　権の移転を受けて転用する場合（農

　地法第5条）

辮
鐵
、

し
譲
懸

　
　
鋸
蕪
繍

穫

知事が工

に復元さ

　無断転用者には、都道府

事等を中止させ、もとの農

せることがあります。

下
ら
以
せ
年
処

3
　
こ

高
金
最
罰

　
　
の
合
下
場
以
　
円

な
わ
0
従
1

こ

れ
役
す

こ
懲
ま

　
　
の
れ

多

　
今
年
の
水
稲
の
作
柄
は
、
夏
の
低

温
続
き
で
期
待
す
る
大
豊
作
に
な
り

そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
、
い
よ
い
よ
米
の
出
荷

期
に
な
り
ま
し
た
が
、
食
管
制
度
に

よ
り
不
正
規
流
通
米
（
ヤ
ミ
米
）
の

取
り
締
り
が
き
び
し
く
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ヤ
ミ
米
は
食
管
制
度
を
崩
す

こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
農
家
自
身
の

首
を
締
め
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
。

　
生
産
さ
れ
た
米
は
自
家
米
を
除
い

て
す
べ
て
農
協
へ
出
荷
し
、
正
し
い

ル
ー
ト
で
販
売
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
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E
E
g
E
E
8
退
E
巨
「
匡
巨
巨
辰
巨
厘
R
9
塵
匡
匡
塵
R

翻
㎜
騰
繭
臨
鰯
驕
融
邸
購
蘭
鯛
麗
騨

鵬
㎜
騒
四
圏
國
晦
隅
騰
圏
囲
離
駅

粟
融
囎
鰹
醸
驕
騒
驕
聯
圏
醜
圏
蘭

鑛
翻
麹
轟
癒
欄
繋
魍
蕊
醜
趣
耀
撫

一
、
「
松
代
」
と
い
う
名
称
の
由
来

　
大
字
松
代
の
呼
称
に
つ
い
て
、
「
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
し
は
松
平
村
で
あ
っ
た
が
、
高
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
松
平
と
い
う
殿
様
が
き
た
の
で
松

　

代
村
と
変
っ
た
そ
う
だ
一
と
、
云
い

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
え
ん
き
　
　
　
　
　
ゆ
い
し
よ

　
町
の
社
伝
、
縁
起
類
（
由
緒
御
神

号
書
上
帳
や
松
苧
大
権
現
略
縁
起
控

な
ど
）
に
も
松
苧
大
権
現
は
信
濃
川

を
下
っ
て
、
現
在
の
津
南
あ
た
り
で

上
陸
し
、
峠
を
越
え
松
口
、
千
年
、

　
　
　
　
　
　

松
平
を
過
ぎ
松
苧
山
の
麓
に
お
着
き

に
な
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
史
編
纂
室
で
は
、
云
い
伝
え
や

社
伝
縁
起
を
裏
づ
け
る
証
拠
が
な
い

か
心
が
け
て
き
ま
し
た
が
、
前
号
で

紹
介
し
た
よ
う
に
、
会
沢
小
野
島
家

　
　
め
い
と
く

で
、
明
徳
四
（
一
三
九
三
）
年
の
「
永

代
濃
之
事
」
と
い
う
耽
鶴
誠
灘
に
出

く
わ
し
ま
し
た
。
（
少
し
気
に
な
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
同
年
は
酉
年
な
の
に
、
已
二
月
八

日
と
な
っ
て
い
る
点
）

　
同
年
は
南
北
朝
合
一
の
翌
年
に
当

り
、
現
在
の
村
方
文
書
と
し
て
は
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
珍
ら
し
い
も
の
で
す
。
こ
れ
に
松

　

平
村
と
明
記
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
一

つ
の
願
望
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
文
書
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
●
永
代
掟
之
事

一
、
松
ノ
沢
之
首
ノ
小
巖
是
者
会
沢
分

　
之
山
菅
苅
山
ノ
坂
イ
也

一
、
土
抜
ツ
ル
子
者
薦
厨
子
越
池
之
下

　
タ
従
沢
高
方
形
之
ソ
テ
小
山
力
坂

　
イ
此
内
抜
ツ
ル
子
豆
腐
屋
敷
唐
橋

　
山
此
ノ
内
爬
張
細
捜
山
是
者
松
尾

　
権
現
萌
畑
御
寺
内
ノ
ウ
チ
一
方
屋

　
敷
払
川
力
境
此
ノ
内
薪
流
草
二
為

　
此
代
米
ト
京
枡
壱
升
入
之
致
萱
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
へ
い

　
正
月
七
日
ヲ
日
取
ト
極
メ
豪
捧
村

　
鵡
澤
ノ
者
共
醗
、
撫
二
年
々
会
澤
村

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と

　
ヱ
年
頭
二
参
り
申
要
実
正
也
此
ノ

　
内
壱
人
モ
女
在
仕
間
敷
御
古
又

一
、
此
ノ
外
石
原
ノ
坂
イ
山
子
チ
林
ウ

　
ガ
イ
清
水
松
葉
谷
為
是
ヲ
始
ト
此

　
ノ
外
山
々
工
壱
人
モ
足
喉
仕
間
敷

　
蔓
自
然
此
ノ
内
壱
人
モ
薪
流
草
取

　
申
二
付
ハ
右
ノ
掟
ノ
山
々
ヘ
モ
足

　
フ
ミ
致
間
御
古
又

一
、
此
段
壱
人
モ
足
躍
仕
腺
ド
脇
ヨ
リ

　
訴
人
御
座
候
者
々
何
様
ノ
御
法
度

　
二
可
被
仰
付
共
其
時
二
言
ノ
御
恨

　
申
間
敷
候
伽
如
件

　
　
明
徳
四
年
已
二
月
八
日

　
　
　
暑
山
賀
新
丘
ハ
右
衛
門
囲

　
　
　
大
澤
村
金
子
甚
五
左
衛
門
囲

　
　
　
松
平
村
鯖
勘
解
由
左
衛
門
囲

　
会
澤
村

　
　
尾
野
嶋
三
五
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参

　
文
書
の
内
容
は
、
会
沢
村
の
山
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
へ
い

利
用
に
関
す
る
取
極
め
で
、
豪
捧
（
太

平
）
、
大
澤
の
村
々
が
会
沢
の
山
を
借

　
　
う
け
や
ま

り
て
請
山
と
し
、
薪
や
草
を
伐
り
採

る
代
り
に
毎
年
正
月
七
日
の
竈
掛
に

だ
い
ま
い

代
米
（
代
償
米
）
一
升
づ
つ
会
沢
村

へ
納
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
竈
掛
は
年
頭
の
懇
親
会
的
行
事
と

思
わ
れ
る
が
、
女
性
の
参
加
は
許
さ

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
請
山
以
外
の
薪

草
の
採
取
は
巖
禁
で
し
た
。

　
最
後
の
尾
野
嶋
三
五
右
衛
門
殿
の

左
下
の
「
菱
」
は
朧
佛
で
、
差
出
人

が
相
手
に
敬
意
を
表
す
る
と
き
使
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
。
い
ま
で
も
侍
史
、
机
下
な
ど

の
脇
付
を
書
き
そ
え
る
事
が
あ
り
ま

す
。　
と
に
か
く
こ
の
文
書
で
、
松
代
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
く
は
松
平
で
あ
っ
た
こ
と
が
は
っ

き
り
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
慶
長
十

五
（
一
六
一
〇
）
年
、
松
平
忠
輝
が

福
島
（
直
江
津
）
城
主
と
な
り
、
や

が
て
高
田
城
主
に
な
り
ま
す
と
、
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

様
の
姓
と
同
じ
村
名
の
松
平
を
松
代

に
変
え
た
わ
け
で
す
。

　
わ
が
国
で
は
古
く
か
ら
天
皇
、
将

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
そ

軍
、
大
名
な
ど
と
同
名
の
と
き
は
畏

　
は
は
か

れ
揮
っ
て
改
字
し
て
い
ま
し
た
。
松

代
と
改
称
し
た
の
が
大
名
側
か
ら
の

強
制
か
、
村
の
方
で
干
渉
さ
れ
る
前

に
改
名
し
た
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

二
、
笑
え
な
い
改
名
の
一
例

　
大
名
側
か
ら
の
要
請
で
村
名
を
変

更
し
た
例
を
挙
げ
ま
す
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
も
さ
や

　
北
魚
沼
郡
入
広
瀬
村
に
芋
鞘
新
田

と
い
う
集
落
が
あ
り
ま
す
。
む
か
し

　
　
　
　
　
　
　
い
も
は
　
け

は
独
立
の
一
村
で
芋
羽
毛
新
田
と
い

っ
て
い
ま
し
た
。
初
の
幕
府
領
で
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ら

た
が
、
寛
保
三
（
一
七
四
三
）
年
村

轡
え
に
よ
っ
て
糸
魚
川
藩
領
に
な
り

　
　
　
　
え
ん
さ
よ
う

ま
し
た
。
翌
延
享
元
（
一
七
四
四
）
年
、

藩
の
郡
代
（
農
村
担
当
役
人
）
沼
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
も
は
　
け

儀
右
衛
門
は
、
「
村
名
の
芋
羽
毛
新
田

　
　
　
　
　
　
　
い
も
さ
や

を
、
こ
れ
か
ら
は
芋
鞘
新
田
と
唱
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
み
か
し
ら

る
べ
し
」
と
、
同
村
の
庄
屋
、
与
頭
、

そ
う惣
百
姓
に
申
し
渡
し
て
い
ま
す
。

　
改
名
の
理
由
に
つ
い
て
、
土
地
の

人
は
「
当
時
の
糸
魚
川
藩
主
松
平
賢

　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

房
は
頭
が
禿
げ
て
い
た
の
で
、
芋
羽

げ
　
　
　
　
ざ
や

毛
を
芋
鞘
に
変
え
さ
せ
た
一
と
伝
え

て
い
ま
す
。

　
実
際
は
そ
の
前
か
ら
芋
鞘
新
田
と

改
名
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
村
民
は

な慣
れ
て
い
る
芋
羽
毛
の
村
名
を
唱
え

て
い
た
の
で
、
そ
の
使
用
を
禁
じ
た

の
で
し
よ
う
。

　
と
に
か
く
、
こ
う
い
う
例
も
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
以
上
、
松
代
と
い
う
名
称
の
由
来

に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
し
た
が
、

歴
史
監
修
の
中
村
辛
一
先
生
の
御
教

示
に
負
う
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
こ
と

を
附
記
し
ま
す
。

　
古
文
書
提
供
者
、
小
野
島
正
守
先

生
に
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

＊

＊

＊

　
大
正
8
年
2
月
2
4
日
、
第
3
6
回
松

代
村
会
協
議
会
で
「
村
章
ハ
、
旭
二

松
ト
決
定
ス
」
と
決
っ
て
い
た
。
町

制
施
行
後
も
町
章
と
し
て
用
い
る
こ

と
に
な
る
ゆペワ
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戦傷病者等の婁の皆さ欝熊

　戦傷病者等の妻に対す為特別給付金支給法が改正され、戦傷病者の妻に改めて特別給付金が支給されます。

支給対象者及びその額は、次のとお｝）です。

　1．昭和61年10月1日に第5款症以上の増加恩給等を受けている戦傷病者の妻のうち、次に該当する方

　　①第六回特別給付金国債（額面30万円又は15万円）の『い号』～『｝）号』を受けた妻

い号受給者

号
号
号
号
号
号
号
号

ろ
は
に
ほ
へ
と
ち
り

額面60万円、

　　57

　　51

　　48

　　45

　　42

　　39

　　36

　　33

債国の還

償
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

年01

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（軽症者はそれぞれ半額）

　　②　第十一回特別給付金国債（額面2万円又は1万円）の『い号』を受けた妻

　　　　　　　　額面30万円、10年償還の国債（軽症者は半額）

　　③第八回特別給付金国債（額面5万円又は2．5万円）の『ろ号』又は『は号』を受けた妻

　　　　　　　　額面30万円、10年償還の国債（軽症者は半額）

　　④第二回特別給付金国債（額面10万円又は5万円）の『ぬ号』を受けた妻

　　　　　　　　額面30万円、10年償還の国債（軽症者は半額）

　2．昭和58年4月1日に第5款症以上の増加恩給等を受けていた戦傷病者の妻で、昭和54年4月2日

　　（満洲事変間の受傷り病者は昭和48年4月2日）以後じ後重症となった方の妻、又は婚姻した妻

　　　　　　　　額面30万円、10年償還の国債（軽症者は半額）

　3．昭和61年5月15日に国債の償還中の妻で、昭和58年3月31日までに戦傷病者が平病死した方の

　　妻（当該国債の償還終了後に支給されます。）

　　　　　　　　額面5万円、5年償還の国債

　昭和61年10月1日から請求受付を開始する予定ですから、役場福祉係にお問合わせの上、手続きをおと

りください。

　なお、戦傷病者が昭和58年4月1日前に公務傷病等により死亡した場合は、戦没者等の妻に対する特別給

付金が支給されます。



”””1川”1””1”1”II”ll”III””IIll”II”Ill”IIこうほう・まつだい（9月号）川”””II”ll”IIII”II”Ill”1””1”1”III”II””””IIII”III”1”1”lll”III”1”ll””””II”IIII”IIII”1”1”1”IIIIllIII”1”III””ll”Ill”ll　IO　llII”II””1””Ill

嘱乞4
り

瑠

健康マラソン大会

鍛
鱗
”
パ

　　　　　　　　　ヨ　　ー▽、★期　日　l　O月12日（日曜日）

★会　場　町民グランド
★種　目　＊lkm（親子ジョギングも含む）

　　　＊2km　　＊3km　　＊5km
★申し込み……l　O月4日までに体育館へ

　　ノ

（
、

③　　ダ　　　　ヘ
　　劣
　　　〃一1

　　　　ξ　　　で　　　　ロ　　　　ヨ　　　　～　　　　ケ　　　　ー　　　　【　　　　し　　　　ξ　　　　L　　　　　　　　　1
　　　　辱　　　　　　　　　ロ　　　　セ　　　瓦＞論

　　　駄

　　　貸

　　　　“

　　l　l
　　　　鯉

　　‘難
　　‘「　

’÷・＝

　　　　籔

生涯体育のモットー馨γ

　子室
　連野
　れ一出力に
　モ
現シ
　カ
！

　
　
　
　
　
　
〈
シ
カ
の
歩
行
跡

力
』
　
　
　
　
b

シ
‘
8
5
δ
ゆ

　
去
る
九
月
六
日
（
土
曜
日
）
の
朝
、

室
野
の
佐
藤
佐
喜
義
（
へ
い
だ
）
さ

ん
が
室
野
”
池
尻
間
の
川
沿
い
の
ダ

イ
コ
ン
畑
で
カ
モ
シ
カ
の
足
跡
ら
し

き
も
の
を
発
見
し
ま
し
た
。

　
現
場
で
は
、
犬
伏
で
発
見
さ
れ
た

も
の
よ
り
一
回
り
小
さ
い
足
跡
が
畑

一
面
に
あ
り
ま
し
た
が
、
作
物
を
食

い
あ
ら
し
た
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。　
今
回
の
カ
モ
シ
カ
は
、
足
跡
の
大

き
さ
が
二
種
類
以
上
と
み
ら
れ
ま
す

の
で
、
子
連
れ
で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
ま
す
．

　
カ
モ
シ
カ
は
前
回
の
例
で
す
と
、

近
く
ま
で
行
っ
て
も
逃
げ
な
い
よ
う

で
す
の
で
、
発
見
さ
れ
た
ら
写
真
撮

影
を
さ
れ
る
か
、
公
民
館
（
盈
七
－

二
三
〇
一
）
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。
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鎌
嚢
、
．

　　　護、

・昭

　響げ

・畷1
、
し
じ
．

★内　容

　　◆ジュニア体操教室受講生

　　　による演技会

　　◆元オリンピック選手から

　　　体操の実技指導会

　　◆体操用具の上手な使い万
璽

綴慧

★対象者　◇各学校体育主任

◇ジュニア体操教室の

受講生

◇小・中・高校生

◇社会体育関係者

◇体操に興味のある方

G《・）

総麟團．P、鯉撫霧

防災
、　⑪ンリーズ

　　　　蜷
　　　警窃

生
活
の
一
部
に
し
よ
う
火
の
元
点
検

　
い
そ
が
し
い
農
繁
期
の
季
節
と
な

り
、
つ
い
つ
い
火
の
元
点
検
も
…
…

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

o
外
出
す
る
時
は
も
う
一
度
火
の
元

　
点
検

○
ガ
ス
の
元
せ
ん
を
必
ず
し
め
る
。

○
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
の
あ
と
始
末

　
も
わ
す
れ
ず
に
．

講師築波大学体操研究室　＊馨夕塁一ンオ，）ンピ．ク。．

　　　　　O加藤沢男殿　おいて個人総合優勝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　モントリオールにおいて個人総合2位

　　　　　　　　　　　　　　　　　＊職　歴
　　　　県立長岡向陵高校教諭　　　県体操協会理事及び強化指導者

　　　　　o朝川睦洋殿　日体協公認上級コーチ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　県高体連競技力向上委員

乾
燥
機
に
よ
る
火
災
を
な
く
し
ま
し

ょ
う
〃

○
使
用
前
に
必
ず
点
検
を
す
る
。

○
火
を
つ
け
た
ま
ま
給
油
を
し
な
い
。

○
機
械
の
ま
わ
り
は
い
つ
も
整
理
し

　
燃
え
や
す
い
も
の
は
置
か
な
い
。

○
そ
の
場
を
離
れ
て
遠
く
に
行
か
な

　
い
。

　
慣
れ
る
、
忘
れ
る
、
知
ら
な
い
が

火
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
近
年
多
様
な
面
か
ら
広
葉
樹
林
（
ブ

ナ
・
ナ
ラ
等
）
が
見
直
さ
れ
て
い
ま

す
。
春
の
訪
れ
と
と
も
に
新
緑
芽
吹

く
ブ
ナ
林
の
美
し
さ
、
う
っ
そ
う
と

繁
る
広
葉
樹
林
は
、
多
く
の
人
々
に

う
る
お
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
る
と
と

も
に
水
源
酒
養
（
水
を
蓄
え
）
、
治

山
治
水
（
山
崩
れ
の
防
止
）
機
能
に

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ブ
ナ
の
木
は
「
松
代
町
の

木
」
と
し
て
中
学
校
の
校
章
等
町
民

の
皆
様
に
愛
着
と
親
し
み
を
持
た
れ

て
い
ま
す
。

　
森
林
は
一
朝
一
夕
に
で
き
る
も
の

で
は
な
く
、
何
十
年
も
の
年
月
を
必

要
と
し
ま
す
。
現
在
残
っ
て
い
る
広

葉
樹
林
は
貴
重
な
自
然
の
財
産
で
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
広
葉
樹
林
の
適
切
な

手
入
を
行
い
、
緑
豊
か
な
自
然
環
境

を
保
護
す
る
と
と
も
に
森
林
浴
の
森

等
町
民
の
憩
い
の
森
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
を
目
的
に
町
内
二
ヶ
所
に
お

い
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

一
、
事
業
内
容

　
O
折
損
木
、
枯
木
、
折
枝
等
の
切
除

　
口
不
用
雑
草
木
の
除
去

　
口
遊
歩
道
の
整
備

二
、
事
業
実
施
地
区

　
室
野
・
城
山
地
区

　
　
事
業
実
施
面
積
十
七
町
歩

　
松
代
地
区
（
大
平
字
熊
越
、
松
代
字

大
久
保
、
前
田
、
藤
塚
、
坂
ノ
下
周
辺
）

　
　
事
業
実
施
面
積
七
町
歩

◆
全
国
防
犯
運
動
の
実
施
◆

一
、
期
　
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
十
月
十
一
日
出
～
十
月
二
十
日
㈲

　
の
十
日
間

二
、
実
施
重
点

　
ω
　
自
動
車
盗
、
そ
の
他
乗
物
盗

　
　
の
防
止

　
ω
　
侵
入
盗
の
防
止

　
⑥
　
少
年
の
非
行
の
防
止

三
、
統
一
標
語

　
ω
　
乗
物
盗
の
防
止

　
　
　
　
愛
車
へ
の
　
い
た
わ
り
示

　
　
　
　
す
　
ド
ア
ロ
ッ
ク

　
ω
　
侵
入
盗
の
防
止

　
　
　
　
防
犯
は
　
日
ご
と
家
ご
と

　
　
　
　
地
域
ご
と

　
偶
　
少
年
非
行
の
防
止

　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
と
　
対
話
が
育

　
　
　
　
て
る
　
子
の
未
来
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～
ご
あ
ん
な
い

　
第
五
回
目
を
迎
え
た
東
頸
城
郡
美

術
展
覧
会
が
浦
川
原
村
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
す
。
昨
年
は
当
町
よ
り
、

彫
塑
工
芸
部
門
一
名
、
書
道
部
門
二

名
、
写
真
部
門
二
名
の
計
五
名
の
方

が
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
出
品
さ
れ
た
方
及
び
事
業
所

に
は
ご
案
内
申
し
上
げ
て
あ
り
ま
す

が
、
多
数
の
方
か
ら
出
品
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

展
覧
会

20
日
㈲

開
催
要
項

昭
和
61
年
1
0
月
1
8
日
ω
～

午
前
9
時
～
午
後
6
時

会
場
　
浦
川
原
村
民
体
育
館

部
門
　
絵
画
、
彫
塑
工
芸
、
書
道
、

写
真
の
4
部
門
に
つ
い
て
公
募
と
し

出
品
点
数
は
1
人
3
点
以
内
と
す
る

出
品
資
格
　
郡
内
に
住
民
登
録
ま
た

は
勤
務
地
を
有
す
る
高
校
生
以
上

出
品
基
準
　
未
発
表
の
も
の
に
限
る

絵
画
硅
日
本
画
、
洋
画
、
版
画

（
額
縁
付
、
5
0
号
以
内
と
す
る
。

し
、
日
本
画
は
横
溜
㎝
以
内
）

但

彫
塑
工
芸
ー
彫
刻
、
塑
造
、
漆
芸
、

金
工
、
木
工
、
そ
の
他

（
常
識
以
上
の
大
き
さ
を
越
え
な
い

こ
と
）

書
道
1
1
字
句
、
書
体
は
自
由
（
縦
額

は
幅
7
6
㎝
以
内
、
縦
醜
㎝
以
内
。

横
額
は
幅
慨
㎝
以
内
、
縦
7
6
㎝
以
内

と
し
、
必
ず
所
定
の
釈
文
を
添
付
）

写
真
H
白
黒
、
カ
ラ
ー
と
も
サ
イ
ズ

は
7
3
㎝
×
鵬
㎝
以
内
の
パ
ネ
ル
表
装

ま
た
は
額
装
の
こ
と
。
組
写
真
は
（
60

㎝
～
7
3
㎝
）
×
（
9
0
㎝
～
鵬
㎝
）
の

パ
ネ
ル
表
装
（
額
装
は
不
可
）
の
こ

と
。
そ
の
際
、
1
枚
の
写
真
の
サ
イ

ズ
は
8
ツ
切
以
上
と
す
る
。

～作
品
は
1
0
月
1
3
日
ま
で
に
松
代
町
総

合
セ
ン
タ
ー
へ
お
願
い
し
ま
す
。

授
賞
1
1
優
秀
な
も
の
は
各
部
門
ご
と

に
郡
展
賞
（
1
点
）
、
奨
励
賞
（
3

点
以
内
）
を
選
考
し
、
賞
状
及
び
賞

品
を
授
与
す
る
。
県
展
2
回
以
上
入

選
ま
た
は
郡
展
賞
2
回
以
上
の
作
者

は
無
鑑
査
と
す
る
。

審
査
員

　
絵
画
“
上
越
美
術
協
会
副
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
田
　
大
二

　
彫
塑
工
芸
ー
県
美
術
家
連
盟
会
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
尾
　
元
則

　
書
道
ー
新
潟
県
書
道
協
会
参
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
雲
梯

　
写
真
桂
二
科
会
写
真
部
新
潟
支
部

　
　
　
　
幹
事
　
　
橋
本
浩
市

　
審
査
及
び
展
示
に
つ
い
て
は
出
品

者
の
異
議
の
申
し
立
て
は
認
め
ま
せ

ん
。

書
道
個
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

　
　
御
挨
拶

　
秋
深
ま
る
今
日
こ
の
頃
、
皆
様
に

は
御
清
栄
の
事
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
こ
の
度
、
郷
里
松
代
町
に
て
、
個

展
を
開
催
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
先
生
方
、
諸
先
輩
の
お
陰
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
作
品
も
ま
だ
ま

だ
未
熟
な
も
の
ば
か
り
で
す
が
、
日

常
生
活
の
証
だ
と
思
う
言
葉
を
作
品

に
し
て
み
ま
し
た
。

　
何
卒
、
御
高
覧
賜
り
ま
す
様
御
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
昭
和
六
十
一
年
九
月

期

日森開
～昭

耀木を催
旦骨

甜＿艘考
金

場
所

松
代
町
総
合
セ
ン
タ
i
大
ホ

ー
ル

後
援
　
日
本
書
人
連
盟

　
　
略
　
　
歴

日
本
書
人
連
盟
会
員

書
宗
院
々
友
無
鑑
査

樹
心
社
同
人
、
木
西
会
々
員

県
立
松
代
高
等
学
校
、
県
立
安
塚

高
等
学
校
松
之
山
分
校
講
師

　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
リ
ニ
　
　
シ

「
山
光
無
古
今
」

　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
ハ

　
世
代
は
変
っ
て

　
も
山
々
の
光
は

　
か
わ
ら
な
い
。

停
電
の
お
し
ら
せ

松
代
町
総
合
セ
ン
タ
i
I
付
近

の
一
部

午
前
8
時
3
0
分
～

　
　
　
午
前
1
1
時
3
0
分
ま
で

運転免許証更新
出稼ぎによる特例更新も

　　　　　　　可能です

　会場一松代町総合センター

　受付　午前9時よ｝）

◎更新に必要なもの

　免許証、収入証紙2000円分

　写真1枚、協会費1500円

　印鑑（特例更新のみ）
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生
き
残

　
　
　
　
慌

　
　
　
　
　
ノ

る
た
め
の

イ

ノて

八
月
＋
九
日
～
一

　
高
度
な
文
明
社
会
で
何
不
自
由
な

く
暮
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
、
生

活
労
働
や
異
年
齢
集
団
で
の
大
家
族

的
生
活
の
体
験
、
そ
し
て
、
社
会
の

規
則
と
協
力
の
必
要
性
を
理
解
さ
せ

る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
、
文
字
通

り
『
生
き
残
る
た
め
』
の
サ
バ
イ
バ

食
糧
を
さ
が
す
こ
と
が

　
　
　
サ
バ
イ
バ
ル
の
第
一
歩

干
百

バ
ル
キ
ャ
ン
プ
で
し
た
。

　
会
場
は
、
長
野
県
と
新
潟
県
の
県

境
に
近
い
深
坂
峠
の
ガ
ケ
下
、
い
わ

ゆ
る
東
・
西
・
南
の
三
方
向
を
山
に

閉
ざ
さ
れ
た
密
林
地
帯
で
し
た
。
こ

こ
で
三
日
間
、
生
活
す
る
た
め
に
は

人
が
住
め
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

騨、
響
轟
鍵

皿
．
灘

手
作
り
の
イ
カ
ダ
で

　
　
　
魚
つ
り
に
挑
感

食事は山でとれたものばかり

松
之
山
町

　
　
中
原
地
内

㎜
ア
キ
ア
カ
ネ
（
ア
カ
ト
ン
ボ
）

榊
　
　
　
　
追
跡
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ン
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
便
所
や
テ

ン
ト
の
設
営
、
炊
事
、
道
具
づ
く
り
、

食
料
採
集
と
保
存
、
環
境
整
備
な
ど

生
活
労
働
の
す
べ
て
を
行
い
ま
し
た
。

次
に
そ
の
時
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

　
　
ギ
グ
ジ
ア
　
ゴ
シ
　
カ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三日間で食べたもの

　　　　　　　　　　　　　．　　　　①ダイモンジソウ②ヤマ
　　　　纏箋、騨　　測1鱗懸　難　　ボウシ③イタドリ④モチ

　　　　襯魏畿灘鍵魏曝聯
羅1謹閏璽蘇窃曾講季
鐵鰻翻灘灘麟鍔鱗ll

｛
　
残
暑
き
び
し
き
中
に
も
、
秋
の
気

｝
配
が
少
し
づ
つ
感
じ
ら
れ
る
季
節
と

｛
な
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
秋
の
風
物

一
と
し
て
、
ア
カ
ト
ン
ボ
（
ア
キ
ア
カ

｝
ネ
）
を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

｛
ん
。
こ
の
ア
キ
ア
カ
ネ
は
、
行
動
範

｝
囲
が
広
く
、
か
な
り
の
長
距
離
を
移

｛
動
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

｝
　
松
代
で
も
よ
く
み
か
け
る
ア
カ
ト

｛
ン
ボ
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
や
っ

｝
て
来
た
も
の
な
の
か
、
そ
し
て
ど
こ

｛
へ
移
動
し
て
い
く
の
か
。
こ
の
こ
と

馳
は
、
松
代
町
の
昆
虫
相
の
巨
視
的
な

｛
動
き
を
確
か
め
る
上
で
大
変
意
義
あ

馳
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
今
年
度
松

㎝
代
高
校
生
物
部
で
は
、
ア
キ
ア
カ
ネ

一
の
行
動
を
追
跡
調
査
し
、
正
確
な
移

｝
動
コ
ー
ス
を
確
認
し
た
い
と
思
い
ま

曲
す
。
具
体
的
な
方
法
と
し
て
は
、
捕

｝
獲
し
た
ア
キ
ア
カ
ネ
の
羽
根
に
マ
ジ

幽
ッ
ク
で
数
字
を
書
き
込
み
、
す
ぐ
に

一
＝
一
＝
一
、
＝
一
一
…
一
一
＝
一
一
三
9
三
一
…
」
＝
一
噴
＝
・
’
＝
一
－
…
一
甲
＝
＝
，
響
一
’
甲
■
一
一
…
’
三
－
…
－
『
ち
ー
一
＝
’
＝
＝
一
＝
’
＝
＝
■
・
・
」
＝
，
一
…
」
＝
＝
＝
一
’
冒
，

者
一
幸
宏
美
郎
清
人
り
美
名

た
恵
孝
克
志
露
瞥

つ
谷
井
岸
　
　
藤
藤
沢
藤
以

残
関
若
山
柳
柳
斉
斉
相
佐

き

牲
子
行
幸
宗
樹
郎
仁
樹

ま
生
優
浩
輝
生
　
正
敏
政
直

後
榑
賀
賀
撃
施
谷
山
沢

目
取
O
山
志
柳
O
富
布
関
村
相

　
放
逐
し
ま
す
。
も
し
羽
根
に
数
字
を

　
書
き
込
ま
れ
た
ア
キ
ア
カ
ネ
が
あ
る

　
地
点
で
み
つ
か
れ
ば
、
そ
こ
ま
で
ト

　
ン
ボ
が
移
動
し
た
こ
と
が
わ
か
る
わ

　
け
で
す
。

　
　
し
か
し
、
こ
の
調
査
は
ア
キ
ア
カ

　
ネ
の
行
動
範
囲
が
広
い
こ
と
や
、
高

　
校
生
の
調
査
活
動
が
時
間
的
に
制
限

　
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
原
因
で
、
な
か

　
な
か
は
か
ど
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

　
こ
の
た
び
松
代
町
の
み
な
さ
ん
に
是

　
非
と
も
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
身
近
で
、
数
字
の
書
き

　
込
ま
れ
た
ア
カ
ト
ン
ボ
を
み
つ
け
ら

　
れ
た
方
は
、
松
代
高
校
の
藤
原
ま
で

　
御
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
だ
と
思

　
い
ま
す
。

　
　
松
代
町
の
自
然
の
よ
う
す
は
、
町

　
民
で
さ
え
知
ら
な
い
事
が
た
く
さ
ん

　
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
び
の
調
査
は
、

　
松
代
高
校
生
が
松
代
町
の
自
然
の
一

膿
片
を
垣
間
み
よ
う
と
い
う
は
じ
め
て

｛
の
大
規
模
な
こ
こ
ろ
み
で
す
。
み
な

ぎ
ん
の
温
か
い
御
協
力
を
お
待
ち
し

｛
て
い
ま
す
。

へ
｝
　
　
松
代
高
校
生
物
部
顧
問

｝
　
　
　
藤
原
昌
晴

慣
連
絡
先
）

脚
T
E
L
　
7
1
2
0
6
4
（
学
校
）

｛
　
　
7
－
2
5
5
5
（
自
宅
）
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芸叉

　　ノノ，’ρ＝二巧’、‘

訳畿灘蔭

盆
　
踊
　
り

一’

9
一

　
　
　
　
　
斉
木
　
淡
水

母
と
娘
の
弾
む
話
や
夏
座
敷

参
道
の
巾
せ
ば
め
た
る
尾
花
か
な

窓
よ
り
入
り
窓
に
脱
れ
し
鬼
や
ん
ま

新
入
り
の
音
頭
取
り
居
り
踊
り
の
輪

一
人
抜
け
二
人
加
わ
る
踊
り
か
な

残
暑
よ
し

　
　
　
　
　
村
山
　
枯
水

　
　
　
　
　
　
い
　
も
　
ち

日
盛
り
を
避
け
て
稲
熱
病
の
防
除
か
な

鉢
植
え
の
朝
顔
を
見
る
日
課
か
な

秋
茄
子
の
選
果
に
嫁
も
孫
も
居
て

汗
の
シ
ャ
ツ
着
替
え
て
向
う
慰
霊
祭

残
暑
よ
し
出
穂
の
遅
れ
を
取
り
戻
し

秋
立
ち
ぬ

　
　
　
　
　
山
岸
　
鐵
堂

稲
架
高
く
二
百
十
日
も
近
つ
け
り

鬼
や
ん
ま
通
う
沢
風
秋
立
ち
ぬ

す
す
き
原
雀
の
群
れ
の
つ
き
さ
さ
る

う
つ
せ
み

空
蝉
の
着
き
た
る
稲
架
木
立
て
に
け
り

帰
省
子
の
去
り
た
る
日
よ
り
ト
マ
ト

熟
る

　
し
ぶ
み
句
会

干
瓢
の
匂
ひ
い
っ
ぱ
い
家
の
中

夕
顔
を
干
せ
ば
干
瓢
と
な
り
匂
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

夏
痩
せ
の
髭
を
鏡
の
中
に
撫
す

法
要
の
終
り
て
静
か
萩
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公

明

再
手
術
受
け
る
日
真
近
原
爆
忌

迎
火
や
我
れ
親
よ
り
も
永
く
生
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

夕
立
や
土
の
香
り
を
匂
わ
せ
て

渡
り
廊
下
す
す
き
と
菊
と
活
け
ら
れ

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

秋
祭
来
れ
ば
取
り
入
れ
近
し
と
か

盆
過
ぎ
て
孫
が
残
せ
し
紙
風
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
イ

瓜
漬
け
の
試
食
で
一
杯
冷
し
酒

井
戸
水
で
そ
う
め
ん
た
ぐ
る
指
し
び

れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

土
用
丑
お
湯
に
浸
り
て
江
差
唄

土
用
祭
松
之
山
甚
句
な
つ
か
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

故
郷
へ
年
に
一
度
の
墓
詣
り

高
や
ぐ
ら
音
頭
と
る
人
踊
る
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美

根

蒔
き
終
え
し
大
根
の
芽
の
揃
い
お
り

踊
り
の
輪
小
さ
く
な
り
て
淋
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
げ
女

白
樺
に
尾
花
も
ゆ
れ
て
切
り
明
け
湯

切
り
明
け
の
川
原
に
出
る
湯
す
す
き

の
穂
　
　
　
　
　
　
　
柄
史

伽灘伽灘伽灘伽灘耀灘卿灘耀卿卿伽・紛伽耀伽灘膨聯撒伽卿伽耀卿卿・灘膨伽卿聯吻耀伽耀灘灘卿卿伽卿吻粥伽撚伽伽卿灘卿耀吻卿卿雛卿撚伽〃郷卿耀吻膨％酬灘伽辮卿辮伽耀伽聯卿伽卿

園
芸
一
ロ
メ
モ

”
松
代
園
芸
愛
好
会
”

見
上
げ
れ
ば
谷
の
深
さ
や
萩
の
花

万
緑
や
牛
鳴
い
て
一
瞬
立
止
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

萩
の
風
二
間
続
き
を
吹
き
通
す

蜘
蛛
の
囲
を
避
け
て
ト
マ
ト
を
摘
み

に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

蒲
生
句
会

夕
顔
の
尻
を
支
う
る
桟
俵

稲
刈
り
の
近
づ
く
村
へ
梯
子
売
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

朝
顔
の
短
き
い
の
ち
雨
激
し

手
花
火
が
泣
き
じ
ゃ
く
る
子
を
だ
ま

し
お
り
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

石
佛
に
火
照
り
の
残
る
夏
の
月

シ
ャ
ツ
の
汗
絞
り
ま
た
着
る
土
工
あ

り
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

風
筋
に
北
寝
な
れ
ど
も
籠
枕

香
煙
に
ゆ
ら
ぐ
悌
秋
の
風

ふ
さ
女

し
べ蕊
ふ
か
く
一
点
の
紅
白
芙
蓉

遠
稲
妻
い
の
ち
ひ
た
す
ら
病
む
人
あ

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
邑
　
　
わ
筆

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
目
　
　
山

野
に
咲
く
花

ω
ヒ
ル
ガ
オ

　
子
供
ご
こ
ろ
に
雨
ふ
り
花
と
よ
ん

だ
記
憶
の
あ
る
花
で
あ
り
、
梅
雨
時

に
咲
き
は
じ
め
る
の
で
そ
の
よ
う
な

呼
び
名
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
野
原
や
道
ば
た
の
日
当
り
の
よ
い

と
こ
ろ
で
、
ピ
ン
ク
色
の
花
が
真
夏

の
太
陽
を
受
け
て
群
生
す
る
姿
は
、

と
て
も
き
れ
い
な
も
の
で
す
。

　
ヒ
ル
ガ
オ
科
も
色
々
あ
っ
て
、
海

浜
植
物
で
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
、
熱
帯
植

物
で
グ
ン
バ
イ
ヒ
ル
ガ
オ
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
俗
に
い
う
ヒ
ル
ガ
オ
は
、
細
い
茎

で
二
～
三
メ
ー
ト
ル
の
長
い
つ
る
に

な
る
多
年
草
。
こ
の
つ
る
で
も
の
に

か
ら
み
つ
い
て
伸
び
ま
す
。

　
又
、
つ
る
や
花
は
、
お
ひ
た
し
や

天
ぷ
ら
に
し
て
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　
薬
用
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
よ
う

で
す
。

ヒ　ルガオ
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i　きのこ研修会の開催　　　　i
…　期　日　昭和61年10月5日（日）　　　　　　　…

華場所松之山町大厳寺原　　　　　　…
i集合午前10時までに　　　　ll
1　　　　　　　　　　大厳寺原駐車場へ　　　　　1
三　その他　小雨決行、昼食持参　　　　　　　　　三
≡　　　　　　　　　（きのこ汁サービスします。）　三

…　　　主催　東頸城地区理科教育センター　　　…
…　　　　　東頸城郡埋科教育研究会　　　…
il”1Iglll”，・曝””1巳嘲lIIIM”III・1”III■IllIIMl“11・剛”mg“”O回”IID－111111。一”IIり・llIIII。II”11。1””1・“IIIり・1”III臼““9川1”1・1“”1・1””，・“』

戸
籍
の
窓
ロ

八
月
受
付
分

　
げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
出
生
）

嶋
田
麻
莉
　
父
幸
二
・
母
幸
子

　
　
　
　
（
長
女
・
千
年
・
元
七
）

渡
邊
　
縁
　
父
祐
治
・
母
由
紀

　
（
長
女
・
松
代
・
善
宗
塚
住
宅
）

　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

小
林
時
治
　
7
4
歳
　
松
代
　
小
林

富
澤
政
次
　
7
6
歳
　
小
荒
戸
政
屋

若
井
ト
ジ
　
7
7
歳
　
蓬
平
お
っ
さ
ま

若
山
至
正
　
5
9
歳
　
蒲
生
　
元
町


